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インクルーシブ・リーダーシップセンター（CIL）は、研究、教育、実践におけるインクルーシブ・�リーダー
シップを推進・追求します。私たちの⽬標は、卓越性と持続可能な未来を⽬指して努⼒する��インクルーシブ・
リーダーのネットワーク構築にあります。専⾨家や学⽣がインクルージョンを推進��する原動⼒となり、問題の
創造的解決へ参画し、ダイバーシティの可能性を解き放つ⼒を持てるよう、研究と様々な取り組みを通じてその
基盤を整えます。

私たちのミッション
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「APUで学んだ⼈たちが世界を変える」というAPU�2030
ビジョンの実現に資するインクルーシブ・リーダーシップ
の研究・育成・実践のため、世界的にも数少ないAPUのダ
イバーシティ環境に当センターを設⽴できたことは⼤変有
意義であると考えています。

今後、インクルーシブ・リーダーシップの研究推進拠点と
して、研究成果を国内外の企業や研究機関と共有すること
でより豊かな社会作りに貢献していきたいと思います。
皆様のご⽀援、ご協⼒をどうか宜しくお願いいたします。

学⻑からのご挨拶

⽴命館アジア太平洋⼤学（APU）学⻑
出⼝ 治明

篠原��欣貴

⼤⽵��敏次ALCANTARA�Lailani�L.

コアメンバーのご紹介

実施責任者 教授

センター⻑ 准教授

CILアドバイザー 教授

ROUX Petrus Willem
副センター⻑ 准教授



Scan�to�watch

"10 people 10 colors"
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CILロゴ

ロゴマークは�本学の鄭�鍾熙先⽣によってデザイン
されました。先⽣のデザインは学内公募によるコ
ンペで優勝し、CIL公式ロゴマークとして採⽤され
ました。

⽇本語の「⼗⼈⼗⾊」という⾔葉は、⽂字通り
「10⼈に10の⾊がある」という意味で、そこから
インスピレーションを得て、ロゴは10⾊に染めら
れた⽻を表しています。これらの⾊鮮やかな⽻
は、CILとAPUの中⼼的価値の⼀つであるダイバー
シティを表しています。

これらの10⾊の⽻根は⽮の形をおり、⽬標に向か
って⾶翔する決意と⼒を表現しています。我々は
これらすべての「⾊」（独⾃性と他者との違い）
を持って、他者と共存し協働する時に前進するた
めの⼒強いシナジー、強さ、進化する勢いを⽣み
出します。

よく⾒ると、最初と最後の⽻根はAPUのスクール
カラーであるえんじ⾊が使われていることがわか
ります。APUはCILの⺟体で、インクルージョンと
インクルーシブ・リーダーシップが受け⼊れられ
価値あるものとされている組織です。

⾊

⽮ APU�タッチ

ホームぺージ:�https://apu.ac.jp/cil/
Facebook:�Center�for�Inclusive�Leadership�-�CIL

CIL公式ホームページ CIL紹介動画

インクルーシブ・リーダーシ
ップセンター(CIL)とは?

https://www.youtube.com/watch?v=UBHO0eCAbZ0&list=TLGGDaORzJLHr5wyMjEyMjAyMQ
https://researcher.apu.ac.jp/apuhp/KgApp?resId=S001564&Language=2
https://en.apu.ac.jp/cil/
https://www.facebook.com/CILsecretariat/
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研 究
研究プロジェクトの概要

グローバル⼈材インクルージョン、組織の業績
や従業員エンゲージメントにおけるインクルー
ジョンの影響
ALCANTARA�Lailani�L.�APU教授,�実施責任者

インクルージョンとエクスクルージョンに対して関⼼が⾼
まりつつある⼀⽅で、⼈々が職場でそれらについてどのよ
うな体験をし、対応しているのかについての研究は限られ
ている。したがって、従業員⾃⾝が職業⽣活および社会⽣
活を⽣きていくなかでのインクルージョンとエクスクルー
ジョンの経験がどのように語られているかはほとんど知ら
れていない。このギャップを埋めるため、今回の質的研究
では解釈的アプローチを⽤いて、⽇本で働く52名の外国⼈
労働者に深層インタビューを⾏い、職場での⽣きた経験を
通してのインクルージョンとエクスクルージョンという現
象を研究する。
このアプローチによって、外国⼈労働者がこれらをどのよ
うに経験し、どう対処しているのかという問題への新たな
理解が可能となる。この分析では、インクルージョンとエ
クスクルージョンがどのように受け⽌められ、それが個⼈
の反応をどう引き起こすのかという点に関する基本仮説を
提⺬する。これまでに得られた知⾒は以下のことを⺬唆し
ている。すなわち、インクルージョン、エクスクルージョ
ンともに、多⾯的であり、⾃⾝や他者に起因し、職場での
諸個⼈のパフォーマンスと幸福感に影響を与える意図しな
い結果と関連がある、という点である。

シップの男⼥差

⽇本のインクルーシブ・リーダーシップと企業
の社会的責任、ソーシャル・アントレプレナー

篠原�欣貴�APU准教授,�センター⻑

ダイバーシティとインクルージョンに関する企業のイニシ
アティブは、⼈的資源管理と企業の社会的責任（CSR）の
コンテキストで議論されてきた。
後者のコンテキストにおいて、ステークホルダー理論を適
⽤することで、ダイバーシティとインクルージョンを推進
する企業のイニシアティブが従業員の価値観の形成とどの
ように関連しているかの解明が本研究の中⼼的課題であ
る。
とりわけ、組織内でのインクルーシブな精神的⾵⼟を育む
うえで、リーダーの役割は重要である。
したがって、本研究はインクルーシブ・リーダーシップを
中⼼に、それが従業員の価値観とどのように関連するかを
探求する。他⽅、ダイバーシティとインクルージョンの観
点から、アントレプレナー的⾏動に焦点を当てた研究も⾏
っている。特に、近年は男⼥ともに⾃分でビジネスをスタ
ートさせる⼈々が増加していることもあり、アントレプレ
ナー的⾏動におけるジェンダー間の差異に着⽬しており、
その違いを明確にすることを⽬指している。

多様性のあるキャンパスでインクルーシブ・リ
ーダーシップを推進する:システム的な視点と
実践
ROUX�Petrus�Willem�APU准教授,�副センター⻑

本プロジェクトは、APU�における物理的、デジタル的、
概念的な空間において、インクルー�シブ・リーダーシッ
プがどのように実践され時間の経過とともに発展していく
のかに関す�るものです。システム思考アプローチを活⽤
し、本プロジェクトでは、⼤学は相互に関連す�るシステ
ム、⼤学の内部関係者、外部のステークホルダーが複雑に
絡み合って存在し、こう�した複雑さは⼤学という存在を
維持・拡⼤させるために動的に、関連性を持ちつつ、複雑
に�関わり合っていると仮定しています。このような状況
において�APU�のユニークな特徴を考�慮しつつ、本プロジ
ェクトではインクルーシブ・リーダーシップが⼈々の考え
や⾏動を形成�し、変化させる可能性を持つ体系化された
原則であると考えています。

この研究の核となる�問いは、インクルージョンがどの
ように実践されているかを理解することです。APU�と
いう�システムにおいて、それを構成する様々な要素や
⼤学の内部関係者が独創的で価値ある視�点を提⺬して
いると考えてみましょう。この場合、⼈に意⾒を聞いた
り、インタビューを⾏�ったり、組織の成果物、メディ
ア媒体、⼤学の政策、さらには⼤学の内部関係者や⼤学
内の�グループの⾏動など、様々なデータを集めること
によって、APU�のシステムに関係する⼈々�の声を代弁
することができるようになります。このように�APU�を
システムと考えたとき、そ�れを構成する様々な要素が
時間の経過ともに⺬すパターン、流れ、交流、固有の⼒
関係を分�析することによって、インクルージョンをシ
ステム原理に基づいて概念化し、APU�における�インク
ルーシブ・リーダーシップを特徴づけ、⽅向づけること
ができるようになるだろうと�考えています。�

研究
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近年の⽇本をはじめとする先進国での所得格差拡⼤のた
め、貧困層や零細企業向けのすべての⾦融サービスであ
るインクルーシブ・ファイナンスが注⽬を集めている。
その実現は先進国と発展途上国が共にサステイナブルな
進歩を遂げるための重要なステップであり、従来の⾦融
システムから排除されてきたこれらの⼈々をサポートす
る取り組みが世界的に広がっている。
本研究は、先進国と発展途上国において貧困層や零細企
業にファイナンシャル・サービスを提供するインクルー
シブ・ファイナンスが、⽇本でどのように強化され推進
されていくべきかを探求する。⾦融先進国であるアメリ
カおよびイギリスの取り組みと発展途上国でのミクロ・
ファイナンスの成功例の分析によって、私たちは⽇本に
おいて貧困層や零細企業にどのような種類の⾦融テクノ
ロジーを提供すべきかを⾒出しており、我が国でインク
ルーシブ・ファイナンスを推進するための新たな洞察を
もたらすことが期待される。�

⾼等教育におけるダイバーシティとインクルー
シブ・リーダーシップ、インクルーシブ・リー
ダーシップのプログラム開発
⼤⽵�敏次�APU教授,�CILアドバイザー

2020年のはじめ、新型コロナウィルス感染拡⼤が始ま
る直前までに、バングラデシュとインドは、⼤衆の貧困
を減らし、社会経済状況の改善が達成できたため、開発
はよりインクルーシブになったと考えられている。バン
グラデシュのBPLPは2000年の約6300万⼈から2016年
には3900万⼈に減少し、24.3％に達したという事実が
反映されている�。同様に、インドでは2005-06年から
2015-16年の間に2億7,100万⼈が貧困から脱却した。こ
の間、インドの貧困率はほぼ半減し、55%から28%に低
下した。それだけでなく、バングラデシュとインドの両
国のピラミッドの底辺の⼈々は、所得と消費、所得格
差、雇⽤、家庭の脆弱性、⼥性のエンパワメント、社会
的⽣産性など、さまざまな社会経済指標において進歩を
遂げた。興味深いことに、この間、両国でインクルーシ
ブファイナンスの取り組みが⼤きく拡⼤したことがわか
る。これらは、銀⾏その他の⾦融機関、政府による様々
な⾦融商品や銀⾏業務の⼿法の導⼊を通じて成し遂げら
れた。

インクルーシブな発展のためのファイナンシャ
ル・インクルージョン ーバングラデシュ・イ
ンド研究ー
BARAI�Munim�Kumar,�APU�教授

バングラデシュにおける代表的なFIプログラムは、マイ
クロクレジットおよびモバイルバンキングであり、⼀⽅
インドでは、政府の福祉制度のもとで、さまざまな⾦融
取引を⾏うために貧困層の⼈々の銀⾏⼝座所有を増やす
ことを⽬的とした「ジャンダンヨジャナ（公益スキー
ム）」が⾏われている。バングラデシュとインドでは、
社会から疎外された⼈々に⾦融へのアクセスを可能にす
るためのこれらの施策が、貧困の削減と社会経済的変数
の進歩に不可⽋な役割を果たしたと⾔えよう。このよう
にして、両国の経済・社会開発はよりインクルーシブな
ものになった。

本研究は、両国のインクルーシブファイナンスの取り組
みが、経済・社会開発がよりインクルーシブになるため
に、どのような影響を及ぼしているのかについて詳細な
調査を⾏うことを⽬的としている。この分析的研究は、
⽐較設定においてFIを反映した新しい貧困指数を提案す
ることにより、両国のFIと貧困削減および社会経済開発
との間の実際の因果関係を推定することを⽬指してい
る。そのために、両国の様々な機関によって展開されて
いる様々なFI⼿段、FIアプローチの類似点と相違点、そ
してそれらがインクルーシブ開発に与える影響について
検討する。インドとバングラデシュにおいてFIによって
どのように開発がインクルーシブになったかという、こ
の研究によって得られる知⾒は、開発途上国及び⽇本を
含む先進国にとって⾮常に有益なものとなるであろう。

https://researcher.apu.ac.jp/apuhp/KgApp?resId=S001510&Language=2
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職場における外国⼈労働者のインクルージョンに寄
与する諸要因の考察 ―⽇本のホテル産業の場合―
⿑藤��広晃 APU�准教授
BAUM�Thomas,�University�of�Strathclyde�教授�イギリス
柏⽊ 翔 神奈川⼤学�助教
YOO�Kate�Inyoung,�関⻄外国語⼤学�助教

ツーリズムとホスピタリティは、⽇本の経済成⻑を活性
化させるための主要な戦略の⼀つとなっている。その⼀
⽅で、ツーリズム産業は、⾼齢化と⼈⼝減少による労働
⼒不⾜に悩まされている。この業界は、製品やサービス
を提供するための⼈の関与が⼤きいので、現在の労働⼒
不⾜は、需要の⾼まりに対応し、発展させるための障害
になっている。政府がこの問題を軽減するために外国⼈
労働者を採⽤して以来、2020年には⼈⼝が170万⼈に達
し、13%が観光とホスピタリティの仕事に従事するよう
になった。ホスピタリティ部⾨は職場の多様性が増して
いるが、マイノリティ労働者の社会的統合とインクルー
シブな職場づくりは依然として課題である。
したがって、本研究は⽇本のホスピタリティセクターに
従事する外国⼈労働者の職場の包括性をどのように⾼め
ることができるかを探ることを⽬的にしている。具体的
には、外国⼈ホスピタリティ労働者による受け⼊れ側の
社会への統合に影響を与える多層的要因を特定し、ホス
ピタリティの職場を外国⼈労働者にとってよりインクル
ーシブなものにするために取り得る⽅策を⾒出すことで
ある。混合的⽅法論（探索的デザイン-道具的デザインモ
デル）を採⽤することにより、以下のことを⽬的とす
る：（a）社会的インクルージョン・エクスクルージョン
（疎外感）の認知に寄与する因⼦を探索する（b）⽇本に
おける社会的インクルージョン・エクスクルージョンの
理解を深めるための研究枠組みを開発し、検証する�(c)�ホ
スピタリティ産業の雇⽤に関する既存の問題の軽減に役
⽴つ実践的な指針を開発する�(d)�ホスピタリティ産業の
実践の中で社会的インクルージョン・エクスクルージョ
ンに対する意識を⾼める。
研究結果は、ホスピタリティの⽂脈におけるダイバーシ
ティ・マネジメントと持続可能な⼈的資源管理への知⾒
の追加に寄与するものである。さらに、この研究結果
は、ホスピタリティ・マネジメントや⽇本の移⺠問題に
携わる政策⽴案者に情報を提供するものである。

インクルーシブな歴史的ナラティブを⽬指して ―
国際和解と平和学における紛争ナラティブの衝突の
研究―
HEO�Seunghoon�Emilia APU�准教授

本研究は、国際関係学（IR）の授業において、若者が国
家間の和解と平和を学ぶ際に共有する、紛争に関するナ
ラティブの衝突を探るものである。複数の国籍の学⽣が
学ぶ典型的なIRの教室では、学習空間が、戦争にまつわ
る異なるバージョンのナラティブに出会う場となる。現
在在籍している学⽣は、2000年以降⽣まれが多く、過去
の暴⼒的な出来事とゆかりがないが、彼らが情報を得た
公式のナラティブに由来する固定化された⾒解を⺬すこ
とがある。
そのため、地球の反対側から来た学⽣と⼀緒に国際的な
歴史や政治を学ぶ中で、「何が起こったか」について別
のバージョンがあることに気づき、驚かされることもあ
る。第⼆次世界⼤戦の伝承に触れるとき、私たちは
⽇々、国家間のナラティブの衝突を⽬の当たりにしてい
る。このような状況において、本研究は以下のような問
いを投げかける。IRの授業、特に国家間の和解や平和研
究において、学⽣はどのような紛争に関するナラティブ
を持ち込んでいるのか？それらが衝突したとき、何が起
こるのか？周りに多くの他者がいる中で、彼らはどのよ
うに反応するのか？論争の的になっている過去について
⾰新的な学習を実施するために、どのようにしてインク
ルーシブな歴史叙述を作成することができるのか？本研
究プロジェクトは、オンライン調査、インタビュー、授
業観察をもとに、学校で学んだ、あるいはメディアから
吸収した、国の過去の⾮常に選択的なナラティブが、集
合的アイデンティティ（⾃⼰と他者の認識のし⽅）にど
のように影響するか、グローバル化する学習環境がその
形成にどのように挑戦するか、そして最も重要なこと
は、インクルーシブで国境を越える歴史ナラティブを作
るために、どの教育ツールを導⼊すればいいかを探るこ
とを⽬的とする。本研究の独創性は、互いに排他的であ
りがちな紛争ナラティブ研究の現状を変える試みにあ
る。つまり、対⽴する視点から痛ましい過去を⾒つめる
新しい試みである。ここでは「他者の⽬を通した」アプ
ローチと名付けた教育学的⼿法は、戦争と平和に関する
競合する国のナラティブに触れることで、学⽣たちに考
え、学び、他者と共有する機会を提供する。そうするこ
とにより、本研究は、国境を越えた「私たちらしさ」と
いう概念を定義する。私たちは彼らと⼀緒に平和を望む
のか、それとも彼らに対⽴して平和を望むのか。この考
察⾃体は、国家間の和解の問題⾃体に直ちに解決策をも
たらすものではない。
しかし、これに関わることは、憎しみの概念の再考を問
い、今⽇のIRにまだ⾮常に多く存在するエクスクルージ
ョンの考えを改めることを求めようという意思を表明す
ることである。 
※⽇本語訳はリサーチ・オフィスにて作成しました。
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多様なグループワークによる学⽣およびティー
チング・アシスタントのインクルーシブ・リー
ダーシップの育成
⽊村�⼒央�APU�教授
平井�達也�APU�教授
秦�喜美恵�APU�教授
カッティング�美紀�APU�准教授
MAHICHI�Faezeh�APU�准教授

職場のチームメイトの間に専⾨化が広がるグローバル化
し不確実な世界で、他者に共感しリスペクトし、かれら
の考えを尊重し、その⽂化的、⺠族的、そしてジェンダ
ーの違いを理解し、諸決定のプロセスに他者を包摂する
インクルーシブ・リーダーが以前にも増して求められて
いる。⼤学はどのようにすれば学⽣たちのインクルーシ
ブ・リーダーシップを伸ばすことができるのか。これを
なしうる⽅法の⼀つは、ますます多⽂化になる⼤学のク
ラスで、多⽂化的協働グループ・ワーク（MCGW）をう
まく利⽤することである。それは、他の国から来た学⽣
と交流することによって、学⽣がインクルーシブ・リー
ダーシップを育む空間となりうる。特にティーチング・
アシスタント（TAS）は、⼤規模クラスでMCGWを促す
うえで重要な役割を果たす。MCGWがよりインクルーシ
ブになることをサポートすることによって、TASもまた
インクルーシブ・リーダーとして成⻑することが可能で
ある。しかし、TASがMCGWにどのような影響を与え、
彼らがMCGWを通してどのように成⻑するかに関する研
究は限られている。さらに、既存の多⽂化能⼒の研究と
最近出てきたインクルーシブ・リーダーシップ研究との
間には共通要素が存在するにもかかわらず、この2つの
関係を積極的に関連づけた具体的研究は存在しない。し
たがって本研究は、⽴命館アジア太平洋⼤学の多⽂化ク
ラスでTASがMCGWを担当し関与することを通して、学
⽣およびTASのインクルーシブ・リーダーシップがどの
ように成⻑するのかを調査することをその狙いとする。
これは、多⽂化能⼒に関する⽂献に依拠しながら研究チ
ームが概念化を進める、インクルーシブ・リーダーシッ
プのフレームワークを援⽤して⾏う。特に、TASが
MCGWに及ぼす影響を含め、インクルーシブ・リーダー
シップの成⻑を促進したり阻害したりする要因の探求を
⾏う。�
本研究は混合研究法を使って、多⽂化協働学習研究の国
際研究基準を満たすことを⽬指す。まず研究チームは、
既存のインクルーシブ・リーダーシップ研究のレビュー
を通して多⽂化能⼒と関連する属性を確定し、それによ
り本研究に適合するインクルーシブ・リーダーシップの
フレームワークを作成する。その後、サンプル多⽂化ク
ラスの学⽣とTASがどのくらいインクルーシブ・リーダ
ーシップにおいて成⻑したかを測定するため、フレーム
ワークに基づくアンケートを作成し実施する。同時に、
インタビュー、フォーカス・グループ、観察等の⽅法に
より、インクルーシブ・リーダーシップの成⻑プロセス
を包括的に検証する。

地域およびグローバルな観点から実践する社会
における包括的で持続可能な開発を実施するた
めの教育的枠組みとしての草の根活動の可能性
と課題の検証
MAHICHI�Faezeh��APU�准教授
ALCANTARA�LAILANI�L.�APU�教授
ROUX,�Petrus�Willem�APU�准教授
DASANAYAKE�RANAHANSA,�Lecturer,�Institute�for
Applied�Material�Flow�Management�(IfaS),�Trier
University�of�Applied�Sciences,�ドイツ
HUISINGH�Donald,�Professor,�Institute�for�a�Secure
and�Sustainable�Environment,�The�University�of
Tennessee,�アメリカ
⽵川��⼤介��北九州市⽴⼤学�教授

今⽇私たちが直⾯している新型コロナウィルスによるパ
ンデミックや気候変動といった、前例のない地球的規模
での社会経済的および環境的問題を背景として、すべて
の⼈にとって公平で持続可能で住みやすい社会を実現す
るための概念として「包括的で持続可能な開発」が推進
されており、そのためにはリーダーシップと教育の両⽅
が重要な役割を果たす。
⾼等教育においては、包括性と持続可能性重視するリー
ダーの育成が必要である。この点で、「持続可能な開発
のための教育（ESD）」は、コミュニティ内での草の根
活動、特に多⽂化的で様々な世代間での実践的教育を通
した問題解決型の学習を重視している。草の根活動と
は、ひとつの課題のために活動を推進し⾏動する個⼈か
らなる地域レベルの集合的⾏動である。草の根活動は広
範な課題を含み、多様な形態で展開されているが、本研
究では環境問題に関する草の根活動家に焦点を当て、こ
うした取り組みが、社会のあらゆるレベルに包括性と持
続可能性の価値を統合する⽅法に関し、社会的リーダー
の教育・動機付けおよびパワーを与える運動となりうる
ことを実証することを⽬的とする。

本研究においては、「草の根環境活動家（GEA）」と共
に活動している⽴命館アジア太平洋⼤学�（APU)��の「環
境活動家（EA）」の特⾊、⾏動、および⾏動を記録して
いく。環境活動家(EA)の学⽣は、それぞれ異なる国籍と
⽂化を持ち、環境保全および⽂化交流活動に関わってい
る。�また、草の根環境活動家(GEA)は多様な年齢層と経
歴からなる別府市内の地元住⺠のグループである。本研
究では特に、各グループ内部およびグループ相互間の包
括性とその影響を記録・評価していく。レクチャー、ワ
ークショップ、ボランティア、⽂化イベント、⼤規模な
調査とインタビューを実施することで、草の根活動が学
⽣に与える影響について「包括的リーダーシップと持続
可能性」の観点から検証する。
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加えて、多様性に富んだ状況での環境活動家（EA)と草
の根環境活動家（GEA)のコラボレーションにおいては、
包括的リーダーシップと持続可能性を推進しうる教育ツ
ールとしての草の根活動、またその活動を実践する原動
⼒、報い、課題等を特定していく計画である。�

本研究で得られる知⾒としては、包括的リーダーシップ
および社会的・環境的持続性のための教育的ツールとし
ての草の根活動の可能性に対するより深い理解と洞察が
期待できる。さらに、環境保全のコラボレーション活動
から得られた包括的リーダーシップのスキルがAPUの
「正規の履修科⽬」として活⽤され、学⽣がそのスキル
を⺟国の実際の現場に適⽤する際のモチベーションと実
践に結びつくことを期待する。

レジリエンス
理論と実践におけるインクルーシビティと

VAFADARI�M.�Kazem��APU�教授
PARDO�Phillip�Dean�APU�教授 
BENNETT�Leigh,�CEO,�Institute�for�Tourism�Leadership
Australia,�オーストラリア
ROUAULT�Frank,�CEO,�Practical�Learning�Co.,�
フランス
HOLDENSON�Wendy,�COO,�Mitsui�Corporation,�
オーストラリア
CHEN�Loretta,�Co-Founder,�Common�Purpose,�
シンガポール
COOPER�M.J.M�APU�教授

本研究は、レジリエンスを⾃然災害に対する早急な部分
的解決策や短期的な備えというよりも、⻑期的なコミュ
ニティ発展プランの⼀部として捉える必要があるという
点を明確にするという意味で、コミュニティのレジリエ
ンス強化に努⼒している⼈々に向けられるものである。
これは私たちの教育内容・教授法を洗練させる必要があ
るということを意味する。
公的・⾮公的を問わず、サステイナブルな社会の構築を
サポートする⼤学やその他の教育機関においては、学習
システムや教授法、教育内容を再検討することは急務で
ある。
本研究では、以下の開発を⾏い、パイロットテストを通
じて、最も適切で効果的な⽅法を研究し、実施すること
を提案する。
・国際的なリーダーシップ開発プログラム
・個⼈とビジネスのレジリエンスとインクルーシビティ
ビデオ
・ウェビナーとワークショップ
・研究成果の創造と発信

近年、⽇本の⼤学における障害学⽣数と障害学⽣在籍率
の推移は増加傾向にある。国内の多くの⼤学では、学業
アドバイスや⾃⼰管理、専⾨家によるカウンセリング、
または各クラスでの状況に応じた援助を提供することに
より、⼈権保障のためのいわゆる「合理的配慮」(困難を
取り除くための個別対応)による学習⽀援を⾏っているも
のの、教育・指導上の⼯夫は教員間で効率的に共有され
ていない。今後は、物理的な授業環境の整備に加え、�教
員が学習者の持つ「特性」を理解し、全ての学習者が共
に学び合える教授法とコンテンツを改善、もしくは開発
する必要がある。このような教授法やコンテンツの開発
を推進し、各担当教員が授業を運営することにより、⼤
学においてもインクルーシブ教育の実践が可能であると
考えられる。

本研究では、発達障害を抱える学習者を中⼼に、⾝体障
害、精神障害、病弱・虚弱、その他の障害ではない「特
性」を持つ学習者、さらには本学の多⾔語、多⽂化環境
にあっての外国語話者、⽂化背景の違い、ジェンダー・
マイノリティなど多様な特性を持つ学習者を意識しなが
ら、⼤学におけるインクルーシブ教育システムのあり⽅
について考察する。

これは障害を持っている者と障害を持っていない者が共
に学ぶ教育を⽬指してきたインクルーシブ教育研究の枠
組みを拡⼤する試みとも⾔えるが、広く、教育のエクス
クルージョンを減らすためのプロセスを考察する点にお
いてインクルーシブ教育の精神に沿うものであると考え
られる。多様な学習者の学びを助ける⼿段として、⽶国
のCAST(Center�for�Applied�Special�Technology)が提案
している学びのユニバーサルデザイン(Universal�Design
for�Learning、以下、UDL)のフレームワークを採⽤した
授業改善、ケース・スタディを⾏う。UDLは、何を、ど
のように、なぜ学ぶのかを考えるために、学習に関する
最新の神経科学と認知科学から導き出された理論で、異
なる⾔語や⽂化、認知的な違いをもインクルーシブに指
導できるデザインを可能にするフレームワークである
（Tracey�E.�Hall,�Anne�Meyer,�David�H.�Rose,�2018）。

UDL理論に基づくインクルーシブ授業の開発に
関する事例研究:�⽴命館アジア太平洋⼤学の１回
⽣演習科⽬と必修⾔語科⽬を対象に
鄭�鍾熙�APU�特任講師
ベルガー�舞⼦�APU�准教授
住⽥�環�APU�准教授
⽴⼭�博邦�APU�准教授
筒井�久美⼦�APU�准教授
納富�恵⼦�福岡教育⼤学�教授
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若者のインクルーシブ・リーダーシップ決定要因
の探求―研究の分類と理論的枠組―
ACKARADEJRUANGSRI�Pajaree,�APU�准教授
MUMI�Atthaphon,�Lecturer�of�Management
Department,�Mahasarakham�University,�タイ
RATTANAPITUK�Sirirat,�Lecturer�and�Director�of
Entrepreneurial�Marketing�Program,�University�of�the
Thai�Chamber�of�Commerce,�タイ
PAKHUNWANICH�Pijak,�Doctoral�Researcher�and
University�Teacher,�Loughborough�University,�イギリス

既存の研究⽂献は、組織のパフォーマンスをより深く理
解することにつながる最も重要な研究トピックの⼀つと
してリーダーシップを強調している(Yukl,1989)。した
がって、多くの研究者がインクルーシブ・リーダーシッ
プの定義に加えて、様々なリーダーシップの役割を⽣み
出す条件と結果に関する様々な側⾯を探求しようとして
きた。「インクルーシブ・リーダー」を、尊重と平等性
を通して個⼈の違いを尊重する⼈々とする⼀般的定義は
存在するものの(Bourke�&Dillion,�2016;�Randel�et�al.,
2018)、かれらの特性や多様な特徴、スキルそして態度
を含む、インクルーシブ・リーダーの知覚や⾏動に関し
て、世代間や異なるコンテクストにおいて違いは⽣じる
のかについてのコンセンサスは⽋落したままである。

若い世代の⼈々は⾃律的でクリエイティブであり、����起
業家精神に富んでおり、リーダーシップのスタイルが以
前の世代と異なる可能性があるので、この問題����はきわ
めて重要である。
若いインクルーシブ・リーダーは従業員をリードし����マ
ネジメントするうえで以前の世代とは異なった⾏動をす
る可能性があることから、世代の違いはまた、����インク
ルーシブ・リーダーシップと関連する役割に����影響を与
える可能性もある。そのため、本研究の狙いは、⼀般的
なインクルーシブ・リーダーシップとは異なる可能性の
ある若者のインクルーシブ・リーダーシップ―とりわけ
タイの場合―の定義を明確にすることである。

ダーシップのために―ダイバーシティを促進す
るための「パークパートナー」プログラムの可
能性の研究―

⽇本の国⽴公園におけるインクルーシブ・リー

JONES�Thomas�E.��APU�准教授
BUI�Thanh�Huong��APU��准教授
COOPER�M.J.M��APU��教授
笛吹�理絵��広島⼤学�助教

1996年以降、「インバウンド」に焦点を当てた新たな
政策により（Soshiroda、2005）、訪⽇外国⼈旅⾏者の
数は380万（2003）から830万（2008）、その後2020
年のオリンピックに向けてインバウンド観光を促進する
という国の政策に沿って、1340万⼈（2014年）、
2018年には2300万⼈へと増加した。この急激な増加に
より、旅⾏者は富⼠箱根伊⾖国⽴公園（関東）や阿蘇く
じゅう国⽴公園（九州）などの⼈気のある国⽴公園を含
め、都市部から離れた⽇本各地を訪れるようになり、
インバウンドが多様化したと⾔われている。

しかし、このような新たな利⽤者の急激な流⼊と多様化
は、国⽴公園の管理運営に重⼤な課題を投げかけてい
る。これまでの利⽤者の属性は⽐較的同様だったので、
国際観光の新しい時代に対応できる⼈材はまだ少ない。
公園管理者や現地スタッフの年齢や性別に偏りがあり、
海外旅⾏経験や外国語スキルのやや少ない中⾼年の⽇本
⼈男性が⼤半である。このダイバーシティの⽋如は、特
にMoEレンジャー（⾃然保護官）の間で顕著で、これ
は、ますます多様化していく公園利⽤者に対して、意義
のある管理運営を実施する能⼒を損なうものである。
そこで本研究の課題（RQ）は以下の３つである。

RQ1：国⽴公園のレンジャーにおけるインクルーシブ�・
リーダーシップの現状はどのようになっているのか
RQ2：外国⼈来訪者がレンジャーの業務上の態度と知識
や能⼒に課すことになる課題は何か？
RQ3：レンジャーや公園管理者の多様性が⾼まると、上
述のような課題にどのように取り組むことができるか？
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ダーシップ ―多様な資本主義とCSRの連結―
アジアの価値を重視したインクルーシブ・リー

KIM�Rebecca�Chunghee��APU�教授

本研究プロジェクトは、「資本主義の多様性」�とアジ
アでのCSR（企業の社会的責任）の動態との関連という
アイデアを採⽤して、新興アジア諸国のインクルーシ
ブ・リーダーシップの可能性の研究をその⽬的とする。
さらには、アメリカとアジア（ここでは⽇本、韓国と中
国に焦点を当てる）間の資本主義理論とCSRに関する現
象を⽐較することを⽬指す。これによってアジアでは、
オーセンティック・リーダーシップやインクルーシブ・
リーダーシップが、どのようにして、またどの程度実現
できるのかという点の考察を⾏う。
したがって本研究は、アジアのビジネス界および社会⼀
般に広く適⽤可能であり、特に様々なステークホルダー
間のウィンウィンなパートナーシップを通して����インク
ルーシブ・リーダーシップを創造するという⽬的に適う
ものである。

⼤分県における医療とツーリズム産業における
インクルーシブ・リーダーシップの発展
PARDO�Phillip�Dean�APU�教授
CLASTER�William�B.�APU�教授
COOPER�M.J.M�APU�教授
MEIRMANOV�Serik�APU�教授
BENNETT�Leigh,�Managing�Director,�Institute�for
Tourism�Leadership�Australia,�オーストラリア
ROUAULT�Frank,�CEO,�Practical�Learning,�フランス
YADAV�Chaitraj,�リサーチアシスタント,�GSM,�APU

本研究プロジェクトは、社会・ビジネス資本の発展にお
けるインクルーシビティ�およびダイバーシティのもつ
重要性を理解することを⽬指す。多様性のある職場と顧
客および業界との関係だけでなく、かれらの事業活動全
体に対するインクルーシブ・アプローチ育成の必要性に
ついて検証する。これらのことを実現するうえでリーダ
ーが重要な役割を果たすことの認識が⾼まりつつある。

地⽅の医療およびツーリズム産業において確実にインク
ルーシビティを前進させるような実践的マネジメントと
リーダーシップを育成する⽅法に私たちは焦点を当てて
いる。しかし、ダイバーシティおよびインクルーシブ・
リーダーシップという⾔葉はマネジメントやツーリズム
の⽂献での使⽤が増加している⼀⽅で、⼿軽に利⽤でき
る実践的なガイダンスは⾮常に少ない。すなわち、以下
の内容が求められる。

・最新の国際的および国内的な研究や実践に依拠し、
エビデンスに基づいたもの

・インクルーシブ・リーダーシップとビジネスおよび個
⼈の成果との関連を⺬す、ビジネスに焦点を絞ったもの

・包括的で、ダイバーシティ、インクルージョン、イン
クルーシブ・リーダーシップという相互に関連する3つ
の概念を明確に説明し、結びつけ、インクルーシブ・リ
ーダーの特徴だけでなく、インクルージョンを構築する
ために必要な知識、スキル、⾏動についても重要なこと
を述べているもの
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CIL研究プロジェクトの詳細については、
公式CILホームページよりご確認ください。
研究概要、中間レポート等、最新の情報をご覧いただけます
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著者 論⽂タイトル 収録ジャーナル名

ACKARADEJRUANGSRI P.

MUMI Atthaphon
RATTANAPITUK Sirirat
PAKHUNWANICH Pijak

Exploring the Determinants of Young Inclusive Leadership
in Thailand: Research Taxonomy and Theoretical
Framework

Journal of the
Knowledge Economy

KIM Rebecca ChungHee
Rethinking corporate social responsibility under
contemporary capitalism: Five ways to reinvent CSR

Business Ethics, the
Environment &
Responsibility

JUNG Jonghee

UDL Framework-based ESP Course Development: A Case
Study of Ritsumeikan Asia Pacific University in Japan. 
보편적 학습 설계(UDL)에 기반한 ESP 교육과정 구상: 일본 리츠
메이칸 아시아태평양대학의 사례를 중심으로. 

ESP Review

出版

セッション 1: CIL特別セッション基調講演

セッション 2: ⾼等教育におけるインクルーシブ・リーダーシップの育成

研究発表

伊藤 由希⼦, 津⽥塾⼤学
森川 美絵, 津⽥塾⼤学

1. Experiments of Policy Evaluation Methods on Diversity and Inclusion - An Approach using
the Empowerment Database- 

MAHICHI Faezeh, APU
ROUX Petrus Willem, APU
ALCANTARA Lailani L., APU
⽵川 ⼤介, 北九州⼤学

2. Sustainability Practices: A Case Study in Developing an Inclusive Pedagogy for
Environmental Citizenship Education at a Japanese International University

平井 達也, APU 
MAHICHI Faezeh, APU
カッティング 美紀, APU
秦 喜美恵, APU
⽊村 ⼒央, APU

3. Fostering the inclusive leadership of students through multicultural groupwork

アジア太平洋カンファレンス2021 CIL 特別 セッション 

CHUNG Beth, Fowler College of Business, アメリカ
Advancements in Research on Inclusion and Inclusive Leadership

https://link.springer.com/article/10.1007/s13132-022-01017-7
https://researcher.apu.ac.jp/apuhp/KgApp?resId=S001542&Language=2
https://onlinelibrary.wiley.com/doi/full/10.1111/beer.12414
https://onlinelibrary.wiley.com/journal/26946424
https://researcher.apu.ac.jp/apuhp/KgApp?resId=S001512&Language=2
https://kiss.kstudy.com/thesis/thesis-view.asp?key=3890879
https://kiss.kstudy.com/thesis/thesis-view.asp?key=3890879
https://kiss.kstudy.com/thesis/thesis-view.asp?key=3890879
https://kiss.kstudy.com/thesis/thesis-view.asp?key=3890879


セッション 3: ビジネスにおけるインクルーシブ・リーダーシップの進展

篠原 欣貴, APU
ALCANTARA Lailani L., APU
⼤⽵ 敏次, APU 

1. The influence of workforce diversity on the financial performance of Japanese
companies

KIM Rebecca Chunghee, APU
MOHAN Avvari, Business School/University of Nottingham, マレーシア 
HELAL Uddin, Nazah trading company Co., Ltd., ⽇本 

2. Inclusive Leadership in a Time of Crisis: The Messaging of Business Leaders
Before and During the COVID-19 Pandemic

TOIVONEN Tuukka, University of the Arts London, イギリス
ALCANTARA Lailani L., APU

3. The case for hybrid creativity through inclusive leadership in social enterprises 

アジア太平洋カンファレンス2021 CIL 特別 セッション （続き）

セッション 4: 学びのユニバーサルデザイン

セッション 5: ⾦融と組織におけるインクルーシブ実践の応⽤

納富 恵⼦, 福岡教育⼤学 
住⽥ 環, APU
ベルガー 舞⼦, APU
鄭 鍾熙, APU
⽴⼭ 博邦, APU
筒井 久美⼦, APU

 Inclusive leadership program for the healthcare industry in Oita Prefecture

ALSUWAIDI Alya Mohamed, APU
1. Financial inclusion in the UAE

CHEPKWONY Joel Kiptoo, APU
2. Analysis of the Role and Impact of Digital Financial Inclusion in Kenya

RAMSHARMA Kalpana, 株式会社ワンチャー,⽇本
3. The effects of inclusion on deviant behaviors 
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セッション 6:インクルーシブ・リーダーシップ・トレーニングと
インクルーシブ政策：ケーススタディからの考察

ALY Danilo Umar, APU

1. How can entrepreneurial-focused education foster socio-economic transformation: 
A case of the African Leadership Academy

KARINA Adikusumaningtyas Dodot, APU
MAHICHI Faezeh, APU
寺前 南

2. Inclusivity Through Prison Farm to Achieve Sustainability Pillars: Case Study of Kendal Open
Prison, Indonesia

アジア太平洋カンファレンス2021 CIL 特別 セッション （続き）



AACSB DEIB Regional Forums Asia Pacific Forum - 
"Defining Inclusion and Contextualizing Knowledge"
講演者：ALCANTARA Lailani L. 教授
主催：    AACSB

依頼イベント
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CILの認知度向上に伴い、様々な企業・団体からイベントでの基調講演等のご依頼をいただきました。
各イベントについてはQRコードから、報告書と動画をご覧ください。

ダイバーシティ＆インクルージョンの浸透・定着に不可⽋な3つの視点
講演者：篠原 欣貴 准教授
主催： ⽇本CHO協会

Diversity and Inclusive Leadership for Nation Branding

講演者：ALCANTARA Lailani L. 教授
主催：    Foreign Service Institute of the Republic of the Philippines

グローバルリーダーを育てる組織の⽂化について - “私の未知との遭遇”

 講演者：⼤⽵ 敏次 教授

AACSB Asia Pacific Annual Conference - "Diversity & Inclusion in Asia Pacific Region"

講演者：ALCANTARA Lailani L. 教授
主催：    AACSB

Innovative City Forum 2021 Alternative Visions - Contemplating a new future, now 
〜今、考える新しい未来〜

- "Diversity and inclusion – paving the way for the future of Japan"
講演者：ALCANTARA Lailani L. 教授
                  泉 美帆 (アジア太平洋学部2005年度卒業)
                  ショハルフベック・イブラギモブ(国際経営学部2010年度卒業）
                  シーラ・ダミア・プトリンダ (アジア太平洋学部2013年度卒業)
主催：    森記念財団都市戦略研究所、森美術館、アカデミーヒルズ

依頼によるウェビナーセッションへの登壇

篠原センター⻑は、2021年4⽉27⽇、⽇本CHO協会の依頼を
受け、オンラインワークショップ「ダイバーシティ＆インク

ルージョンの浸透・定着に不可⽋な3つの視点」について講演
しました。

「インクルーシブ・リーダーシップ：多様性を組織の⼒に変える」

というテーマに基づき、具体例を挙げながら投げかけたのは、3つ
の本質的な問いです。「ダイバーシティとは何か」「インクルージ

ョンとは何か」「両者の違いは何か」。そして、ダイバーシティが

組織に良い影響を与えるためには、インクルージョンが重要である

ことを強調し、インクルージョンを促すことでダイバーシティのメ

リットが発揮され、「インクルーシブリーダー（インクルージョン

を促進させる⼈）」が、ダイバーシティを再び組織の強みに変えて

いけることを指摘しました。

主催者によるレポート

（⽇本語）

"ダイバーシティ＆インクルージョンの浸透・定着に不可⽋な3つの視点

01

02

03

04

05

06

イベント

https://www.j-cho.jp/seminar/report/2021/0427.html
https://www.youtube.com/watch?v=OnGIA4k5-GA
https://www.j-cho.jp/seminar/report/2021/0427.html
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イベント

主催・共催 イベント 

IDEAS FESTIVAL
登壇者： ZAM Namgay, Executive Director, Journalists' Association of Bhutan
                 POWDYEL TS, Emeritus Minister, Ministry of Education, Bhutan
                 KOH Yvonne, Managing Director, Teneo, Singapore
主催:：   ACKARADEJRUANGSRI P. 准教授

Diversity and Inclusive Leadership and Institutional Transformation: 
A Case Study of Claflin University
登壇者：HASAN Zia, Vice President for Planning, Assessment and Information     
                  Services, Claflin University, USA, &Chair, Diverse and Inclusive Leadership 
                  Task Force, CU  
主催：    BARAI Munim Kumar 教授

Language Festival

登壇者：⾔語的少数派グループを代表するAPU学⽣
主催： 衛藤 智⼦ 特任講師

01

02

03

オーガニックをおおいたの⽇常に

講演者：後藤 亜希⼦ おおいた Organic Market創設者
主催:    MAHICHI Faezeh 准教授

04

肥料としての海藻をオーガニック農場へ

講演者：神⿃ ⼀、 神⿃ 浩恵
主催：    MAHICHI Faezeh 准教授

05

持続可能な社会の実現
講演者：宮崎希如⼦ AMITAホールディングス株式会社
                唐鎌真⼀ AMITAホールディングス株式会社
主催：    MAHICHI Faezeh 准教授

06

「好奇⼼」と「遊び⼼」が⽣み出す異⽂化間コミュニケーション 

ー ソニーでの経験から ー
講演者： 元ソニー株式会社専務、現ソニー株式会社社友
主催：  ⾦井 秀介 准教授

07

イベント

https://en.apu.ac.jp/cil/news/id53/Report_for_Language_Festival_E.pdf
https://en.apu.ac.jp/cil/news/article/?story_id=47
https://en.apu.ac.jp/cil/news/article/?story_id=62
https://en.apu.ac.jp/cil/news/article/?story_id=64
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イベント

UNWTO.QUESTを通じてデティネーション・マネジメントの改
善に向けた地域社会・政府との協⼒

トンプソン・オカナガン観光協会においてのUNWTO.QUEST認
定経験からの教訓
登壇者：VAFADARI M. Kazem 教授
                JAFARI Jafar 他

08

EMPOWERING TOURISM VILLAGES
Successful Practices from Indonesia
登壇者：OKTADIANA Hera
                HANDOKO Sugeng 他

09

CIL リサーチセミナー
質の⾼い学術雑誌への投稿：挑戦と機会
講師：Lynn M. Shore 教授 コロラド州⽴⼤学経営学部 

10

CIL リサーチセミナー
 Engaging in Research on Inclusive Leadership and Inclusion
講師：Lynn M. Shore 教授 コロラド州⽴⼤学経営学部 

11

主催・共催イベント（続き） 

イベントの実施

CILでは毎年度、ダイバーシティ＆インクルージョン
やインクルーシブ・リーダーシップへの理解・関⼼

を深めるため、上記のようなイベントを開催し、そ

の模様を公開しています。各イベントの詳細につい

ては、CILのウェブサイトとFacebookのページをご覧
ください。

CILの研究者による講演を希望される企業・⼤学・団
体の皆様からのご依頼もお待ちしております。

ご依頼は、CIL事務局（centers@apu.ac.jp）までご連
絡ください。

https://scotwebinars.org/events/s-v10/
https://scotwebinars.org/events/volume-38/?fbclid=IwAR36AsXXMfYWbaj1EkQ5_dHw8l84u-YE60_AEGlDVhNfLuuEjp3QJ4OItMc
https://en.apu.ac.jp/cil/news/article/?story_id=48


イベントレポート
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CILは8⽉26⽇にオンラインセミナー「質の⾼い
学術雑誌への投稿：挑戦と機会」を開催しまし

た。講師との時差のため、早朝からの開催とな

りましたが、100名を超える参加申し込みがあ
りました。セミナー終了後にはアンケートを実

施、私たちCIL参加者が⾼い満⾜度を得たととも
にこのセミナーから何を学び、どのような点が

役⽴つと感じたかといったことについての知⾒

を得ることができました。

⽇時：2021年8⽉26⽇（⽊）午前8時45分（⽇本
標準時）

講演者：コロラド州⽴⼤学 SHORE, Lynn M.教授 
司会：篠原欣貴准教授

CIL リサーチセミナー 
“質の⾼い学術雑誌への投稿：挑戦と機会"

セミナーのスライド資料

 セミナーの動画

主催・共催イベント 

本ウェビナーイベントは、前述の「質の⾼い学術雑誌への投稿：

挑戦と機会」に続き、APU教員のみを対象として開催されまし
た。

Shore教授はインクルーシブ・リーダーシップの分野における第⼀
線の研究者です。今回のウェビナーイベントでは、インクルーシ

ブ・リーダーシップの研究に関⼼を持つAPUの教員を対象に、少
⼈数で集中して⾏われました。Shore教授は⾃⾝の経験や研究内容
を紹介し、参加者とオープンな議論を⾏いました。私たちはこの

ウェビナーイベントがAPU教員にとってさらなる研究に取り組む
きっかけとなることを期待しています。

インクルーシブ・リーダーシップとインクルージョンに関する

研究の実施について

https://en.apu.ac.jp/cil/news/id48/Presentation1_CIL_Research_Seminar.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=FqYQbZ3aQzA&t=13s


教授法
ダイバーシティ・インクルージョン・ティーチングアシスタント (DITA):
インクルーシブ・ティーチングのための新しい⽀援制度

DITAは、教員による授業でのインクルーシブ・ティーチング実践と促進のため2020年秋セメスター
に導⼊された新しい⽀援制度です。TA（ティーチング・アシスタント）を追加配置し、APU学⽣の
インクルーシブなリーダーシップマインド育成を⽀援するものです。

インクルーシブティーチングとは、すべての学⽣が

受け⼊れられ、⼤切にされていると感じられるよう

な学習環境を作ることを⽬的とした教育法です。

DITAとは？

CILは、DITAが配置されたコースを受講したAPU学⽣へ
のアンケート結果をまとめた「DITAノート」を発⾏し
ています。インクルーシブ教育を実際に体験した学⽣

の声をぜひ聞いて

みてください。

CILでは、DITAを配置した授業についての教員の報告を
まとめた「DITAノート」を発⾏しています。
APUでは、多様で国際的なキャンパス環境に対応した
ユニークな講義を⾏っており、「DITAノート」にはその
実践例が掲載されています。私たちは「DITAノート」が
インクルーシブ・ティーチングのヒントとなることを

期待しています。

DITA Notes

DITA Report

⽬的

(1) インクルーシブティーチングの推進
(2) APUにおけるインクルーシブティーチングの効果的な実践の明確化
(3) APUのインクルーシブ⾵⼟の理解
(4) APUの学⽣におけるインクルーシブ・リーダーシップマインドと実践の促進
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35 
配置

コース

インクルーシブティーチングとは？

https://www.apu.ac.jp/cil/news/id61/DITA_Report_from_the_results_of_student_survey.pdf
https://www.apu.ac.jp/cil/news/id61/DITA_Report_from_the_results_of_student_survey.pdf
https://www.apu.ac.jp/cil/news/id61/DITA_notes_2020FA.pdf
https://www.apu.ac.jp/cil/news/id61/DITA_notes_2020FA.pdf


インクルージョン ウィーク

以下（P21-27）は、学⽣団体INCREWに所属するAPU⽣によるレポートを掲載しています。

インクルージョンウィークは、CILとAPUリサーチ・オフィ

スが2020年に開始したイベントです。インクルージョン・

ウィークは、APUのダイバーシティ環境に注⽬し、APU⽣

やゲストにインクルージョンへの理解を促し、APUコミュ

ニティにインクルージョンスピリットを醸成する
ことを⽬

的に、年に⼀度開催されています。

インクルージョンウィーク2020に続き、インクルージョンウィーク2021はゲリ

ラ展⽰、ファッション・メイク・LGBTに関するディスカッション、ビデオコン

テスト、キャンプファイアー・トーク、アカデミッ
クトーク、「APUゴットタレ

ント」など、オンラインとオフラインでより充実し
たラインアップで開催しまし

た。

Time
line

11⽉3⽇（⽔）

ディベートショ
ー 決勝

12⽉13⽇（⽉）

パレードと「What if（もし）」の壁

12⽉14⽇（⽕）

「Paint Your Shoes」イベント

12⽉17⽇（⾦）

グランドショー
：新⽣児のよう

に偏⾒

なく⽣きる

⽣まれたばかりの頃は、固定観念を持たずに⼈⽣
を捉えていました。
⽣まれたばかりの頃は、何事も批判せずに受け⼊
れていました。
⽣まれたばかりの頃は、何の⼼配もなく、⾃分の
感情を表現していました。
今、私たちは、育ってきた固定観念や批判、抑圧
された感情から、再び純粋な⾃分を⾒つけること
ができるのでしょうか。

2020年から⼀転、インクルージョンウィーク2021は、
様々な学⽣団体が主体となってAPUにおけるダイバー
シティとインクルージョンのダイナミクスとその価値
を強調するべく実施されました。
2021年のテーマは「Live like a Newborn（新⽣児のよ
うに偏⾒なく⽣きる ）」。新⽣児の「特権」である、
偏⾒のない精神を伝えることを⽬指しました。

この切実な問いに答えるため、インクルージョンウィーク2021では参加者がこれまでの⼈⽣のス
テージを振り返り、偏⾒のない⼼を取り戻す世界へのガイドとなるべく4つのプログラムを構成
しました。

ミッション
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 ディベートショー

この⼤会には、全7チームが参加。
3週間にわたる研修を受け、ダイバーシティ＆
インクルージョンに関する様々な知識やスキル

を⾝につけました。

経験豊富なディベーターを特別トレーナーに、

またAPUの教授陣を審査員に迎えたこのディベ
ートショーには、熱⼼な学⽣ディベーターが集

まり、ディベートのスキルやインクルージョン

の精神に関する知識とともに⾃信を持ってステ

ージに上がりました。

Avash Byanjankar - APU 卒業⽣

特別トレーナー

審査陣

Gillian Montero Encarnacion - APU 4回⽣ 

Srijan Poudel - ディベーター/ディベートコーチ
Irsyady Hanief - APU 3回⽣ Bui Thien Thao Anh - APU 4回⽣

Fathia Fairuza - APU 4回⽣

Avash Byanjankar - APU 卒業⽣

APU初のディベート⼤会である本ディベートショーは
、ダイバーシティ＆インクルージョン

に

関する問題について、APU⽣が⾃由に意⾒を述べられる場を作ることを⽬的
に開催されました。
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パレードと「WHAT IF（もし）」の壁
APUのマルチカルチュラルウィークのオープニングを飾るパレードは、毎年多くのAPU⽣が参加
し、注⽬を集めています。2021年度はGospel Soul APU、K-muse、APU舞楽の3組が出演し、⾳
楽とダンスによるダイナミックなパレードでAPUの多様な⽂化を紹介し、APU⽣がその多様性を
楽しむことができました。

インクルージョンウィーク2021のパレードは、キャンパスを新鮮でエネルギッシュな雰
囲気にするために、APUの様々な学⽣サークルがパフォーマンスを⾏いました。観客は
様々な国出⾝の友⼈たちが⽰す多様性を楽しむだけでなく、⽣まれたばかりの⼦供のよ

うに初めて世界を探検する興奮と好奇⼼を取り戻すことができました。

「What If（もし）」の壁は、パレードにユニークな意味を持たせました。「What If」
（もしも）で始まるいくつかの質問に答えることで、APU⽣は批判や固定観念、偏⾒の
ない世界という夢を表現しました。「What If（もし）」の壁 は、インクルージョンウィ
ーク2021の期間中、出版物、助成⾦、プロジェクトなど様々なトピックについてAPU学
⽣が率直に意⾒を述べる場として設置されました。
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「PAINT YOUR SHOES」イベント
「Paint Your Shoes」は、「他⼈の靴を履く（⼈の⾝になってみる）」というイディオムをベース
に、APU INCrewへ送られた匿名のストーリーテラーからの物語に基づいて、参加者が靴に絵を描
くことで他者への共感を促すことを⽬的としたイベントです。

このイベントは、単なるエキシビションではなく、ストーリーテラーたちが固定観念や批判、⼼

配事から解放され、安⼼して⼼の内を打ち明けることができる場を提供しました。物語の⻑短、

喜び・悲しみ、仲間に⼊ること・仲間外れにされることなど、どんなストーリーであっても、ス

トーリーペインターたちは、彼らが勇気を出して共有したストーリーに喜んで⽿を傾けてくれま

した。

ペインティングプロジェクトというだけにとどまらず、参加者、ストーリーペインターたちは、

ストーリーテラーたちの話をじっくりと聞き、その感情をこのイベントのために⽤意された靴に

描き出しました。同じ物語を描いても、ペインターごとに使う⾊が違い、さまざまな想いが伝わ

ってきます。

異なるストーリーペインターによって、さまざまな感情や⾊で描かれたこれらの靴は、私たちの

視点がいかに多様であるか、また、⽴ち⽌まって⼈の話に真摯に⽿を傾けることでいかに共感で

きるかをしっかりと証明するものとなりました。

40件の 
エントリー
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グランドショー：新⽣児のように偏⾒なく⽣きる

グランドショーでは、APU学⽣サークルによるパフォーマンスや約100名の観客が参加し、
インクルージョンウィークのメッセージ「新⽣児のように⽣きる」を存分に表現しました。

インクルージョンウィーク2021のグランドショーでは、⽣まれたばかりの⾚ちゃんから、
周囲の環境との良い関わりも悪い関わりを経て、⾃分や他⼈に対する批判、固定観念、偏

⾒を持つ⼤⼈になるまでの記憶と感情を旅するように観客を誘い、魅了しました。

私たちが⼼を開き、⾝近な⼈と⾒知らぬ⼈の有形無形の違いを尊重し、どのゾーンにいる

かに関わらず、すべての⼈に共感しようと努⼒するとき、私たちはより穏やかな気持ち

で、⾃分⾃⾝で定義したゾーンとゾーンの間の壁を、勇気を持って取り払えるようになる

のでしょう。
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APU INCrewは、「ダイバーシティ、インクルージョンとインクルーシブ・リーダーシップ」を
APU学⽣に広めることをミッションに掲げ、コンテンツの普及やターゲット層へのアプローチの
ため、複数の活動を展開しています。INCrewの中⼼的な活動は、以下の2つです。

・CILとリサーチオフィスの⽀援と指導のもと、毎年「インクルージョンウィーク」を企画、運
営、実施すること。

・異なる背景を持つ⼈々が互いに関わり合い、APUにおけるダイバーシティとインクルージョン
をさらに促進することができるイベントやワークショップを実施し、APUの学⽣、教職員にイン
クルージョンとインクルーシブ・リーダーシップに関する意識を促進、向上させること。

2021年、APU INCrewは主要なソーシャルメディアであるInstagramで、さまざまなトピックを取
り上げました。APUでより良い学⽣⽣活を送るためのヒントやニュース、マイノリティの声への
意識改⾰など、さまざまなトピックを取り上げました。このコンテンツは、APU INCrewとAPU
で学ぶ他の学⽣をつなぐ架け橋のような役割を担っています。

APU INCrew

また、APU INCrewはダイバーシティ＆インクルージョンの観点からも、INCrewメンバーへの働
きかけにも⼒を⼊れています。コンテンツ制作を通して、メンバーのアイデアやイノベーション

を表現する定例会議のほか、コーディネーターやリーダーによる教育コンテンツセッションを開

催しています。このようなセッションでは、ゲストスピーカーを招き、ダイバーシティ＆インク

ルージョンに関する知⾒を共有していただいています。これにより、APU INCrewのメンバー
は、イノベーションと⾃らの才能を発揮する場を得るだけでなく、世界のダイバーシティ＆イン

クルージョンのトレンドを知ることができるのです。

CILと協⼒し、主にAPUの学⽣を対象にインクルージョンとインク
ルーシブ・リーダーシップを推進するための活動をしている学⽣主

体のグループです。
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INCrew の活動
ポッドキャスト

2021年、APU INCrewは独⾃のポッドキャストの公開を開始しました。
このプロジェクトは、学⽣、先⽣⽅、様々なバックグラウンドを持つ参加者が、それぞれの経

験を共有し、意⾒交換をすることを⽬的としています。第1期では、学⽣⽣活に関わる3つのト
ピック、「マナー」「⼈間関係」「多様でインクルーシブな環境の中で良好なメンタルヘルス

を確保するための⽅法」を取り上げています。Zoomミーティングでは、10名のゲストスピーカ
ーをお招きし、トークセッションを⾏いました。

INCrewは、最初の3エピソードで1エピソードあたり平均15⼈のリスナーを獲得し、良い結果を
残しています。今後、さらにクオリティを⾼め、2022年に第2期を開始する予定です。

「#WEAREWOMEN（私たちは⼥性だ）」キャンペーン

2021年、国際⼥性デーを盛り上げるため、「#WEAREWOMEN」キャンペーンが開催されまし
た。このキャンペーンでは、10⼈以上のストーリーテラーが⾃発的に参加し、最も⼥性である
ことを強く感じた時のエピソードを披露しました。このキャンペーンは⼤きな成功を収め、

Instagramの各投稿には30以上のリアクションが寄せられました。



INCrew のSNS      

APU
INCREWイベントサブリーダー

Nguyen Ngo Phuong Thao
メディアプロダクションリーダー

Pham Gia Khiem
コンテンツサブリーダー

Nguyen Diep My

イベントメンバー

Nomingua Nasanbileg
Joe Joshep

Risane Rizvi

Zhou Jiani
Le Hoang Vy
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INCrew  メンバー

パブリックリレーションズ (PR) &メディアプロダクション (MP)部門リーダー
Nguyen Vo Yen Nhi

イベント部門リーダー
Trinh Thanh Binh

コーディネーター
Nguyen Thi Thuy Chi

デザインサブリーダー
Marishi Vimalaprabha

パブリックリレーションズメンバー
Farren Febiola Darmawi
Pham Lan Anh
Nguyen Van Anh

Khansa Shafa Luthfiya
Veronika Donatta Maria
PHAM Minh Anh Tu

メディアプロダクション
メンバー

APU INCrew Instagram:

524 フォロワー

Instagram

https://www.instagram.com/apu.increw/

9,263 ⽉間アクセス数

30 ポストごとの平均リアクション数

https://www.instagram.com/apu.increw/
https://www.instagram.com/apu.increw/


www.facebook.com/CILsecretariat/

https://www.facebook.com/CILsecretariat


ASPIRE
PARTICIPATE
UNLEASH

Center for Inclusive Leadership
Ritsumeikan Asia Pacific University
1-1 Jumonjibaru, Beppu, Oita 874-8577 Japan

Website: https://en.apu.ac.jp/cil/
E-mail: centers@apu.ac.jp

https://en.apu.ac.jp/cil/

